
(1) 担当支部： 首都圏－２ 12892
分水嶺区分 2005年 5月 6日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
吉田修 11431
大島洋子 11470
川畑直美 11499
三井吉由江 11540

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 相木川上流 138 37 36 3 8.0 1,315 6:08
分水嶺到達点E553 赤火岳頂上 138 38 36 2 34.5 1,825 8:40 B-3
　 P1758 138 38 36 2 12.3 1,758 9:35 B-3
E554 会社平 138 37 36 1 42.0 1,943 10:45 B-3
　 P1967 138 37 36 1 36.0 1,967 11:08 B-2
　 弥次平 138 38 36 1 34.0 1,791 12:09 B-3
　 P1852 138 38 36 1 26.9 1,852 12:50 B-3
E555 石仏頂上 138 38 36 1 12.2 1,921 14:22 B-3
分水嶺離別点 鞍部 138 38 36 1 8.0 1,843 14:50 B-3
歩行終了点 大黒沢工事用道路 138 38 36 1 28.6 1,469 16:30 B-2

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

E553 木次原 ３ 正
E555 会所 ３ 正

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）

　　昭文社に問い合わせたところ、原全教著「奥秩父研究」を参考にしたが、改めてみると石仏南東の会所という地名と混同しているようで
　　あり、場所もおかしいので、改めたいとのことであった。E554～弥次平付近の全体を弥次平と呼んでいるようである。

ＪＲ小海線小海駅下車、北相木村相木川上流の車道終点より赤火岳に直登
長野県と群馬県の県境。赤火岳頂上（木次原三角点）より石仏（会所三角点）を経て次の山腹まで
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事務局整理記入欄 休山会－3
曇り

　　地名は、昭文社の地図以外では見当たらない。
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２．身の丈を越す笹薮のところは、深く見通しが効かない。
１．鞍部には、バイケイソウ等湿生植物有り。鹿の食べない毒性植物が残る。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：１．赤火岳山頂、木次原三角点　
　　　　　　　　２．弥次平という標示プレート

３．川筋を辿り、下山。
２．平地のため、分水嶺確認に手間取る。
１．赤火岳山腹で、立派な鹿の角を見付けた。登頂路はなく、尾根筋を辿る。

浜平
浜平 37.0 (10)3

9時間30分総歩行時間（休憩時間を除く）：

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

小宮真理
浜田多喜男

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

１．昭文社地図に会社平と記載のあるところに弥次平と書いたプレート有り。この辺り一帯を弥次平と呼ぶのが一般的で、会社平という

　　模様。
２．2.5万分の1図にある上野村から南相木村に分水嶺を越えるコレイ峠の道を探したが、笹薮に蔽われ、見つからず。廃道になっている



表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．赤火岳山頂、木次原三角点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．弥次平という標示プレート
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